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〈

資
料
紹
介〉

大
妻
女
子
大
学
蔵

『

平
治
物
語
絵
巻

信
西
巻』

小

井

土

守

敏

本
学
図
書
館
所
蔵

『

平
治
物
語
絵
巻

信
西
巻』

を
紹
介
す
る
。

『

平
治
物
語
絵
詞』

(『

平
治
物
語
絵
巻』)
は
、
平
治
の
乱
を
題
材
と
し
た

『

平
治
物
語』

に
基
づ
い
て
製
作
さ
れ
た
絵
巻
物
で
、
現
在
、

｢

三
条
殿
夜
討
巻｣

(

一
巻
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵)
、｢

信
西
巻｣

(

一
巻
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵)

、｢

六
波
羅
行
幸
巻｣

(

一
巻
、
東
京
国
立
博
物
館

蔵)

の
三
巻
と
、｢

六
波
羅
合
戦
巻｣

の
断
簡
五
葉

(
大
和
文
華
館
ほ
か
蔵)

の
伝
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。｢

六
波
羅
合
戦
巻｣

に
つ
い
て
は
、

白
描
略
模
本
一
巻

(

江
戸
後
期
制
作
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵)

が
現
存
し
て
お
り
、
先
の
断
簡
五
葉
の
適
合
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
他
、
彩
色

模
本
の
彩
色
模
本

｢

待
賢
門
合
戦
巻｣

一
巻

(

江
戸
後
期
制
作
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵)

が
現
存
し
、
そ
の
原
本
の
確
認
は
で
き
て
い
な
い
も

の
の
、『

平
治
物
語
絵
詞』

と
し
て
は
、
以
上
五
巻
分
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、｢

信
西
巻｣

に
限
る
と
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
原
本
を
始
め
と
し
て
、
東
京
国
立
博
物
館
、

東
北
大
学
、
天
理
大
学
、
青
牛
文
庫

(

安
田
靫
彦
個
人
文
庫
。
現
在
の
所
蔵
状
況
は
不
明)

、
国
文
学
研
究
資
料
館
等
に
所
蔵
が
確
認
で
き
る

が
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
以
下
は
近
世
期
に
制
作
さ
れ
た
模
本
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
、｢

信
西
巻｣

の
彩
色
模
本
で
あ

り
、
二
〇
一
三
年
に
本
学
所
蔵
と
な
っ
た
本
で
あ
る
が
、
右
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て
い
る
本
と
の
重
複
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、

〈

資
料
紹
介〉

大
妻
女
子
大
学
蔵

『

平
治
物
語
絵
巻

信
西
巻』

八
七

大
妻
国
文

第
51
号

二
〇
二
〇
年
三
月



以
下
に
略
書
誌
を
示
す
。

大
き
さ

縦
三
六
〇
×
全
長
九
四
一
五
ミ
リ

(

墨
付

八
六
六
四
ミ
リ)

表

紙

濃
緑
緞
子
花
模
様
入
り

見
返
し

金
切
箔
散
ら
し

料

紙

鳥
の
子
紙

軸

黒
檀

(

直
径
二
五
ミ
リ)

蔵
書
印

(

巻
首
下
方
か
ら)

｢

秋
豊
蔵
記｣

(

方
印
・
印
主
不
明)

／

｢

九
曜
文
庫｣

(

長
方
印
・
印
主
中
野
幸
一
氏)

箱
書
き

箱
表

｢
平
治
物
語
絵
巻｣

／
蓋
裏

｢

熱
田
神
宮
禰
宜
山
本
文
彦
題
匣｣

そ
の
他

江
戸
中
期
の
制
作
。
箱
書
き
を
行
っ
た
山
本
文
彦
氏
は
、
昭
和
五
八
年
に
権
宮
司
に
な
ら
れ
て
い
る
の
で
、�
宜
と
し
て
の

書
名
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
。
紙
数
・
紙
幅
に
つ
い
て
は
次
頁
の
一
覧
参
照
。

以
下
、
本
書
の
特
徴
を
述
べ
て
い
こ
う
と
思
う
が
、
本
稿
に
お
い
て
、
そ
の
原
本
と
想
定
さ
れ
る
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
と
の
比
較
は
、
小
松
茂

美
編

『

日
本
の
絵
巻
12

平
治
物
語
絵
詞』

(
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八
、
以
下
、『

日
本
の
絵
巻』)

に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る
。『

日
本
の
絵
巻』

の
凡
例
に
よ
る
と
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
の
大
き
さ
は
、
縦
四
二
七
×
全
長
一
〇
一
二
八
ミ
リ
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
本
書
は
、
紙
高
に
し
て

六
七
ミ
リ
小
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
紙
数
に
し
て
も
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
は
一
七
紙
で
継
い
で
い
る
の
に
対
し
、
大
妻
女
子
大
学
蔵
本
は

三
八
紙
を
継
い
で
お
り
、
一
紙
の
幅
は
だ
い
ぶ
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
一
覧
を
見
る
と
、
紙
幅
が
二
七
五
ミ
リ
程
度
で
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
の

で
、
本
書
に
用
い
ら
れ
た
料
紙
は
、
い
わ
ゆ
る
美
濃
判

(

概
ね
三
九
〇
×
二
七
三
ミ
リ)

の
鳥
の
子
紙
で
あ
り
、
そ
の
長
辺
を
継
い
で
い
っ
た

も
の
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
一
覧
に
見
る
よ
う
に
、
絵
と
詞
は
料
紙
を
異
に
し
て
お
り
、
そ
の
点
は
静
嘉
堂
文
庫
本
と
共
通
す
る
。

そ
の
模
写
の
姿
勢
は
、
原
本

(

静
嘉
堂
文
庫
本)

に
対
し
て
極
め
て
忠
実
で
あ
る
。
鎧
の
札
な
ど
の
極
め
て
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
は
模
し
て

い
な
い
が
、
人
物
の
配
置
、
表
情
、
建
造
物
や
木
立
の
様
子
ま
で
、
絵
の
構
図
や
色
味
に
つ
い
て
は
忠
実
に
写
そ
う
と
い
う
意
思
が
感
じ
ら
れ

る
。
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
に
は
、
画
中
の
人
物
に
つ
い
て
そ
の
名
を
記
す
た
め
と
考
え
ら
れ
る
短
冊
形
が
空
欄
の
ま
ま
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

八
八
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八
九

紙数・紙幅・内容

紙 幅 (㎜) 内 容

第１紙 275

挿絵第一段

公卿僉議のために内裏へ向かう人々第２紙 271

第３紙 272

第４紙 271 待賢門

第５紙 269
門内で昇殿していく公卿たち

第６紙 272

第７紙 273

藤原信頼による臨時の除目第８紙 278

第９紙 120

第10紙 269
詞書第一段

８行

第11紙 70 ２行

第12紙 260

挿絵第二段

掘りおこされる信西の死体
第13紙 277

第14紙 278 岩肌に松と杉の木立

第15紙 277
信西の首を切り取らせる出雲前司光保

第16紙 278

第17紙 270
木立のなか都へ引き上げる一行

第18紙 136

第19紙 70 詞書第二段 ２行

第20紙 275

挿絵第三段
神楽岡の光保邸で､ 藤原信頼､ 別当惟方による
首実検

第21紙 275

第22紙 274

第23紙 275

第24紙 94

第25紙 108
詞書第三段

３行

第26紙 110 ３行

第27紙 258

挿絵第四段

三条河原で､ 信西の首を検非違使資経に引き渡す第28紙 272

第29紙 260

第30紙 275

都大路を渡される信西の首

第31紙 280

第32紙 278

第33紙 275

第34紙 250

第35紙 20 (無地)

第36紙 276

獄門の棟木に吊される信西の首第37紙 280

第38紙 43

合計 8664



れ
ら
の
短
冊
形
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と
写
し
て
あ
る

(

画
像
５
な
ど)

。
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
の
挿
絵
第
四
段
、
都
大
路
を
渡
さ
れ
る
信
西
の

首
を
描
く
武
士
の
群
像
の
部
分

(『

日
本
の
絵
巻』

42
頁)

に
は
、
絵
巻
が
完
成
し
た
後
に
つ
い
た
傷
と
思
し
き
斜
線
が
確
認
で
き
る
が
、
大

妻
女
子
大
学
蔵
本
は
そ
の
斜
線
を
も
書
き
写
し
て
い
る

(

画
像
７
右
側)

。
か
よ
う
に
、
挿
絵
第
一
段
や
第
四
段
に
見
る
よ
う
な
、
武
士
た
ち

の
群
像
も
、
人
物
を
省
く
こ
と
な
く
丁
寧
に
写
し
て
い
る
が
、
た
だ
一
箇
所
、
挿
絵
第
二
段
の
四
つ
め
の
場
面
、
木
立
の
中
都
へ
引
き
上
げ
る

一
行
を
描
く
第
十
七
紙
に
あ
た
る
部
分

(『

日
本
の
絵
巻』

33
頁)

に
お
い
て
、
木
立
と
岩
山
の
隙
間
に
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
武
士
を
一
名
、

描
き
落
と
し
て
い
る

(
画
像
４
中
央)

。
他
の
場
面
の
模
写
の
態
度
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
単
純
な
書
き
落
と
し
で
あ
ろ
う
。

詞
書
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
配
字
・
配
行
、
仮
名
の
字
母
お
よ
び
字
形
、
墨
継
ぎ
の
箇
所
に
至
る
ま
で
、
忠
実
に
原
本
を
模
し
て
い
る
。
た

だ
、
字
形
の
模
写
に
注
力
す
る
あ
ま
り
か
、
筆
勢
に
欠
け
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
詞
書
第
三
段
の
三
行
目
、｢

あ
ふ
ち
の
木｣

の

｢

ふ｣
(

字
母
は

｢

布｣)

な
ど
は
む
し
ろ
読
み
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

(

画
像
６)

。
詞
書
第
一
段
の
紙
継
ぎ
は
前
掲
一
覧
に
見
る
よ
う
に
、
料
紙
の
幅

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
詞
書
第
三
段
の
紙
継
ぎ
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
料
紙
に
余
裕
も
あ
っ
た
は
ず
な
の
で
不
審
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
詞

書
第
一
段
の
第
十
一
紙
、
詞
書
第
二
段
の
第
十
九
紙
お
よ
び
詞
書
第
三
段
第
二
十
五
紙
は
、
も
と
も
と
一
枚
で
あ
っ
た
か

(

三
紙
の
幅
の
合
計

は
二
四
八
ミ
リ)

。
紙
継
ぎ
で
言
え
ば
、
第
三
十
五
紙
、
幅
二
十
ミ
リ
の
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
紙
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
、
大
妻
女
子
大
学
蔵

『

平
治
物
語
絵
巻

信
西
巻』
に
つ
い
て
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
に
照
ら
し
て
そ
の
特
徴
を
指
摘
し
て
き
た
。
こ
こ

ま
で
忠
実
に
模
写
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
原
本
を
間
近
に
置
き
な
が
ら
、

他
の
模
本
を
介
在
さ
せ
る
こ

と
な
く

複
製
を
製
作
す
る
よ
う
に
書
き
写
し
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。
な
お
、『

平
治
物
語
絵
詞』

と
は
別
の
も
の
で
、
か
つ
て

｢

常
盤

巻｣

と
呼
ば
れ
、
今

『

平
治
物
語
絵
巻』

と
し
て
紹
介
さ
れ
る
絵
巻
が
あ
る
。
大
妻
女
子
大
学
蔵
本
の
書
名
は
そ
の
箱
書
き
に
よ
る
が
、
混
同

を
避
け
る
た
め
に

『

平
治
物
語
絵
詞』

(

信
西
巻)

と
す
る
の
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

以
下
に
、
大
妻
女
子
大
学
蔵
本
の
画
像
を
数
点
と
詞
書
翻
刻
を
掲
出
す
る
。
な
お
、『

武
蔵
野
文
学』

第
六
十
七
集

(

特
集

流
布
本
で
読
む

軍
記
物
語
、
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
九
・
一
二)

の
口
絵
に
カ
ラ
ー
版
が
数
点
載
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

九
〇
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西
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九
一

画像１ 挿絵第一段 第1・2紙 公卿僉議のために内裏へ向かう人々

画像２ 挿絵第一段 第２・３紙 公卿僉議のために内裏へ向かう人々／待賢門



九
二

画像３ 挿絵第二段 第12・13紙 掘りおこされる信西の死体

画像４ 挿絵第二段 第17・18・19紙 木立の中を引き上げる一行



〈

資
料
紹
介〉

大
妻
女
子
大
学
蔵

『

平
治
物
語
絵
巻

信
西
巻』

九
三

画像５ 挿絵第二段 第19・20・21紙

神楽岡の光保邸で､ 藤原信頼､ 別当惟方による首実検

画像６ 詞書第三段／挿絵第四段 第25・26・27紙

三条河原で､ 信西の首を検非違使に引き渡す



九
四

画像７ 挿絵第四段 第31・32紙 都大路を渡される信西の首

画像８ 挿絵第四段 第36・37紙 獄門の棟木に吊される信西の首



【
詞
書
翻
字
】

〈

第
一
段〉

信
西
ハ
南
家
博
士
な
り
け
る
か
高
階
経
敏
か
子
に

な
り
た
り
け
れ
と
も
大
業
を
も
と
け
さ
り
け
れ
ハ

儒
官
に
も
な
ら
す
非
重
代
な
り
と
て
弁
官
に
も

な
さ
れ
さ
り
し
か
と
も
子
と
も
ハ
三
事
を
か
ね
七

辨
に
な
ら
ひ
中
少
将
を
け
か
し
上
達
部
に
い
た
る

然
れ
と
も
今
ハ
露
命
な
を
あ
や
う
し
十
日
ひ
そ

か
に
都
を
迯
出
し
て
奈
良
方
へ
お
も
む
く
と
聞

し
か
伊
賀
国
境
北
の
山
中
に
て
自
害
し
て
ほ
り

う
つ
ま
れ
た
り
け
る
を
出
雲
前
司
光
保
か
郎
等

尋
行
て
堀
出
し
て
首
を
切
て
持
来

追
記

箱
書
き
の
山
本
文
彦
氏
に
つ
い
て
は
、
熱
田
神
宮
文
化
部
長
野
村
辰
美
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
御
礼
申
し
上
げ
る
。

本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
度
大
妻
女
子
大
学

戦
略
的
個
人
研
究
費

(

課
題
番
号

S
2819

｢

流
布
本

『

保
元
物
語』

『

平
治
物
語』

の

物
語
構
造｣)

の
助
成
を
受
け
て
い
る
。

〈

資
料
紹
介〉

大
妻
女
子
大
学
蔵

『

平
治
物
語
絵
巻

信
西
巻』

九
五

〈

第
二
段〉

十
六
日
信
西
か
首
光
保
か
神
蔵
岡
の
家
へ
持
来
よ
し

申
せ
ハ
信
頼
惟
方
同
車
し
て
行
向
て
實
検
す

〈

第
三
段〉

十
七
日
源
判
官
資
経
以
下
の
官
人
三
条
河
原
に

て
西
信
か
首
を
う
け
取
て
大
路
を
わ
た
し
西
獄
門
の

あ
ふ
ち
の
木
に
か
く
是
を
見
る
人
夢
か
と
そ
思
け
る

さ
せ
る
朝
敵
に
も
あ
ら
す
獄
門
に
か
け
ら
る
ゝ

ほ
と
の
罪
科
何
事
哉
前
世
の
宿
業
歟
今
生
の

現
報
歟
無
慙
と
も
い
ふ
は
か
り
な
し


